
今回のテーマ

基礎から身につく

の

問題１ 問題２

確認テストを 解いてみよう
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回
は
、
資
金
繰
り
表
の
記
載
内

容
や
分
析
方
法
に
つ
い
て
み
て

資
金
繰
り
表
に
は 

ど
ん
な
こ
と
が 

記
載
さ
れ
て
い
る
の
？ 

　

資
金
繰
り
表
に
は
決
め
ら
れ
た
様
式

は
あ
り
ま
せ
ん
。
集
計
期
間
も
毎
月
単

位
で
作
成
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、

資
金
繰
り
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
会
社
で

あ
れ
ば
週
単
位
で
作
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

図
表
は
、
月
単
位
で
作
成
し
て
い
る

資
金
繰
り
表
で
す
。「
前
月
よ
り
繰

越
」
に
前
月
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た
月
初

の
残
高
が
記
載
さ
れ
、
１
ヵ
月
間
の
収

入
と
支
出
の
実
績
や
予
定
を
加
減
算
し

た
う
え
で
、
月
末
の
資
金
残
高
が
「
翌

月
へ
の
繰
越
」
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

収
支
は
営
業
と
財
務
に
分
類

　

収
入
と
支
出
は
、
営
業
収
支
と
財
務

収
支
に
大
き
く
分
類
し
ま
す
。
財
務
収

支
の
項
目
は
、
金
融
機
関
と
の
取
引
契

約
に
基
づ
い
て
計
上
し
て
い
き
ま
す
。

　

営
業
収
支
で
重
要
な
の
は
売
上
予
測

で
す
。
売
上
の
項
目
は
、
販
売
先
・
商

品
種
別
な
ど
セ
グ
メ
ン
ト
別
に
予
測
値

を
積
み
上
げ
て
記
載
す
る
こ
と
が
一
般

的
で
す
。

　

次
に
、
売
上
高
を
回
収
条
件
に
合
わ

せ
て
「
現
金
」「
売
掛
金
」「
手
形
」
な

ど
に
振
り
分
け
ま
す
。
さ
ら
に
手
形
に

つ
い
て
は
、
割
引
に
回
す
分
と
期
日
に

資
金
化
す
る
分
に
振
り
分
け
ま
す
。

　

仕
入
に
関
し
て
は
「
現
金
」「
買
掛

金
」「
手
形
」
な
ど
に
振
り
分
け
ま

す
。
例
え
ば
サ
イ
ト
が
４
ヵ
月
の
約
束

手
形
の
場
合
、
４
ヵ
月
後
の
「
手
形
決

済
」
欄
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

残
り
の
項
目
は
、
契
約
書
や
前
年
同

月
の
実
績
な
ど
を
も
と
に
計
上
し
て
い

き
ま
す
。ど

ん
な
点
に
留
意
し
て 

資
金
繰
り
表
を 

分
析
す
れ
ば
い
い
の
？

　

資
金
繰
り
表
を
分
析
す
る
際
の
主
な

ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
３
つ
で
す
。

①
資
金
残
高
の
検
証

　

資
金
繰
り
表
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
の
資
金
の
状
況
を
推
測
で
き

ま
す
。
図
表
を
見
る
と
、
１
月
に
１
０

０
の
設
備
支
出
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

資
金
の
手
当
を
し
な
け
れ
ば
翌
月
へ
の

繰
越
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
借
入
金
を
１
０
０
賄
う

こ
と
で
翌
月
へ
の
繰
越
を
プ
ラ
ス
に
し

て
い
る
の
で
す
。

試
算
表
と
の
整
合
性
を
確
認

②
決
済
条
件
の
検
証

　

決
済
条
件
と
は
、
取
引
先
と
の
間
で

交
わ
さ
れ
る
代
金
支
払
い
に
つ
い
て
の

取
り
決
め
で
す
。
決
済
条
件
の
変
化
を

確
認
す
る
に
は
、
数
ヵ
月
先
に
資
金
化

さ
れ
る
手
形
等
に
よ
る
回
収
や
支
払
い

の
割
合
に
つ
い
て
算
出
し
ま
す
。

　

売
上
代
金
の
回
収
に
つ
い
て
、
手
形

等
で
回
収
す
る
割
合
が
高
く
な
れ
ば
、

資
金
化
に
時
間
が
か
か
り
資
金
繰
り
と

い
う
観
点
で
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
反

対
に
手
形
等
で
回
収
す
る
割
合
が
低
く

な
れ
ば
、
早
く
資
金
化
で
き
る
た
め
資

金
繰
り
に
余
裕
が
で
き
ま
す
。

　

仕
入
代
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、

手
形
等
で
支
払
う
割
合
が
高
く
な
れ
ば

資
金
繰
り
が
楽
に
な
り
、
割
合
が
減
れ

ば
厳
し
く
な
り
ま
す
。

③
整
合
性
の
検
証

　

資
金
繰
り
表
は
内
部
資
料
や
予
測
値

に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
る
た
め
、
正
し

く
集
計
さ
れ
た
も
の
か
検
証
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
特
に
売
上
と
仕
入
に
つ

い
て
は
、
試
算
表
と
の
整
合
性
や
算
出

根
拠
を
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

い
き
ま
す
。

資
金
繰
り
表
っ
て
何
？ 

な
ぜ
作
成
す
る 

必
要
が
あ
る
の
？

　

会
社
で
は
、
仕
入
代
金
等
の
支
払
日

に
資
金
が
不
足
し
な
い
よ
う
、
入
出
金

に
つ
い
て
予
想
を
立
て
、
残
高
不
足
が

見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
借
入
れ
を
行
う

な
ど
事
前
に
対
策
を
立
て
ま
す
。
こ
う

し
た
資
金
繰
り
を
把
握
す
る
た
め
に
作

成
さ
れ
る
の
が
資
金
繰
り
表
で
、
一
定

期
間
の
収
入
と
支
出
を
集
計
し
、
資
金

残
高
の
推
移
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

「
勘
定
合
っ
て
銭
足
ら
ず
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、
た
と
え
業
績
が
良

く
て
も
売
上
代
金
の
回
収
に
遅
れ
が
生

じ
れ
ば
資
金
不
足
を
招
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
利
益
が
出
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
資
金
繰
り
を
怠
る
と
黒
字
倒
産
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
会
社
の
存
続
に
影
響

す
る
と
い
う
意
味
で
資
金
繰
り
表
は
と

て
も
重
要
な
会
計
資
料
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。 今

資金繰り表

八木正宣●やぎ・まさのぶ
税理士事務所ＳＢＬ所長・税理士。
会計事務所等での勤務を経て平成
16年税理士事務所ＳＢＬを開設。
企業支援と相続関連業務に強み。

第 回16

企業の資金繰りについて述べた次の①
～④のうち、正しいものを選んくださ
い。

売上代金を手形等で回収する割合が高く
なれば、資金繰りは良くなる

売上代金を手形等で回収する割合が低く
なれば、資金繰りは厳しくなる

仕入代金を手形等で支払う割合が高くな
れば、資金繰りは良くなる

仕入代金を手形等で支払う割合が低くな
れば、資金繰りは良くなる

１

２

３

４

資金繰り表について述べた次の①～④
のうち、誤っているものを選んでくだ
さい。

資金繰り表は、一定期間の収入と支出を
集計し、資金残高の推移を把握するため
に作成する

資金繰り表には決められた様式はない

資金繰り表の集計期間にルールはなく、
週単位で作成することもある

資金繰り表は売上などの営業収支を把握
するものであり、財務収支は記載しない
ことが一般的である

１

２

３

４

●資金繰り表
項目 12月（実績） １月（予定）

前月より繰越① 40 21

営
業
収
支

収
入

売
上

現金売上 33 23
売掛金回収 124 132
手形取立 41 35
手形割引 69 130

その他の収入 12 12
営業収入　計② 279 332

支
出

仕
入

現金仕入 23 21
買掛金支払 67 56
手形決済 53 43

人件費 48 47
諸経費 65 66
設備支出 0 100
税金等の支払 16 43
営業支出　計③ 272 376

営業収支④＝②−③ 7 −44

財
務
収
支

収
入

借入金 0 100
その他の収入 0 2
財務収入　計⑤ 0 102

支
出

借入金の返済 24 24
その他の支出 2 2
財務支出　計⑥ 26 26

財務収支⑦＝⑤−⑥ −26 76
経常収支⑧＝④＋⑦ −19 32

翌月への繰越⑨＝①＋⑧ 21 53

解答 問題１-④　問題２-③


